
2
２０１４.7.１

※協働のまちづくりを展開する地域の単位は、高山地域は概ね小学校区単位、
　支所地域は支所単位としています。
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住
み
た
い
、住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
民
の
み
な
さ
ん
と
進
め
る「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
東
日
本
大
震
災
以
降
、
絆
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
近
所
づ
き
あ
い
の
大
切
さ
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
る
中
、
高
山
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
っ
て
地
域
活
動
の
担
い
手
や
参
加
者
も
減

少
す
る
傾
向
に
あ
る
ほ
か
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
や
、
地
域
で
の
防
災
体
制
づ
く
り
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
10
年
後
、
20
年
後
も
、
安
全
安
心
で
活
力
あ
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
市
で
は
市
民
の
み
な
さ
ん

と
「
協
働
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
？

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
？

　
地
域
の
実
情
を
把
握
し
て
い
る
地
域
の
み

な
さ
ん
が
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち

で
守
る
。
み
ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
よ
り
良

い
元
気
な
地
域
を
つ
く
る
」
と
い
う
思
い
を
共

有
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
・
行
政

な
ど
、
立
場
や
活
動
が
異
な
る
者
が
、
共
通
の

目
標
に
向
か
っ
て
役
割
を
分
担
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
能
力
を
活
か
し
な
が
ら
、
力
を
合
わ
せ

て
ま
ち
づ
く
り
（
地
域
課
題
の
解
決
）
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。

協働のまちづくりに向けた地域・行政の取り組みと効果
地域（地区）で取り組んでいただきたいこと 行政として取り組んでいること

◆事業の見直し
●ガヤガヤ会議の開催やアンケートなどによる、地域の課題の洗い
出し

●現在行っている事業の検証や新たな事業の実施など、洗い出し
た課題を解決するための事業の検討

●話し合った夢や課題、事業などの検討結果をまちづくりの方向
性として整理
◆組織の見直し
●町内会、地区社教、福祉団体、市民活動団体などが協働して、
　課題に対応できる組織づくり（地域活動を総合調整する組織）
●地域活動を検証しつつ将来的に地区内の既存組織の統合を
進め、役職を減らすことによる地域の負担の軽減
◆運営の見直し
●１人でも多くのみなさんに参画いただくため、地域での取り組み
を、子どもから高齢者、町内会未加入者にいたるまで広報紙など
で発信し情報を共有

●地区内外の市民活動団体や事業者、行政などの専門的知識や
ノウハウの活用、同一事業の一本化を図るなど効果的かつ効
率のよい事業実施

◆地域活動への支援を強化
●新たな財政支援制度の整備に向けて取り組んでいます
◆地域との連携を強化
●新たな組織に職員が参画し、地域のみなさんと一緒にまちづくり
を考えたり、新たな組織の運営を担当職員が日常的にサポー
トする体制づくりに取り組んでいます
◆地域要望への迅速な対応
●市道や付帯する水路などの維持修繕については、地域が定め
た優先順位を踏まえて市が責任を持って工事を実施する仕組
みづくりに取り組んでいます
◆地域への負担軽減
●既存補助金を新たな財政支援制度へ統合することで、使途の
制限を緩和し自由度を高めるとともに、補助金申請などの手間の
軽減を図れるように取り組んでいます
◆情報共有、意見交換の場づくり
●全地区の代表者や事務担当者などに集まっていただき、情報交
換や議論を行っていただける場づくりに取り組んでいます

●地域の絆が深まる　●地域を支える人が育つ　●地域の課題や悩みが解決される

“住みたい、住み続けたいと思えるまちがつくられる”

【協働のまちづくりイメージ】

協 働


